
きゅうどうく

受けて助役， 送電分区長， 事務掛.m品掛，技術鱗，電後掛，

'll!tI翼手，電力工手長， 電力工手副長， m力工手，自動車運転士，

技工， 用品手および雑務手を指WIiffi. '15 し，給ftt区に隠するいっ

さいの業務を処湿している。これらの職凸を紛m区従事民 とい

い， 約 480 人いる。(宮原正直)

きゅうどうくうきだめ 急動空気だめ (英) q uick action 

chamber 空気ブレ ーキ装置nJ制御弁に急動作用を起させるた

めの笠気淑となる小形の空気だめ。答品切t小さいので弁の管I反

付座鈴物中にこの室を作る場合と，鋼板製の空気だめとして管

座外におき ， これに配管する場合とがある。----'笠気プレーキ

の作用。(高桑五六)

きゅうゆせつび 給油設備 (英) oiling facilities ここでは

気動車巡'伝用燃料干iIì給のための貯沿l槽(そう) ・ 前liろ過装置・給

油装↑白等の総称として述べる。

ディーセ.ノレ動車の軽視1消質量は各

線区の似路状況により奥なるも，だ

いたい lkm 当りの消費は 0.4 -0.5l

である。給ìrll設備を大別すれば，

1 ttr 計li 糟

燃料油機は防火上だいたし 、地下坦!

設 {I '7万Z富市~の fj'll造は付 1.給 油設f!iJ
図に示すように傑準型はコ γ ク リート のケ ー シングの内に鉄槽

を設けたもので，簡易なものとしてはコンクリート槽内に泊費
洩(ろうえい)防止上 3-5 mm くらいの鉄板を破る場合もある

が， いずれの場合も

排気 ・ hli漏洩にとく

に留意することであ

る。その容i立は配属

気動"11全体の 1 日消

!l!l:@:の 7 日分 くらい

を標準と する。ただ

~r~. ~ ; 

し )111輸送にタンク車 2. 給 ìlh 鮫術

を使用する場合， だかか\.い. ，、寸fたかι

とすれば l臼5-20 t ~タタ :/{l が経済的で，ごく少:lll:の場合はド ラム

かん輸送による補給も考えられる。

2 )111 ろ ifiB皇位およびろ過槽

タンク 11工ま たはドラムかんで輸送されてきた油は，有機物ま

たは水分を混入している場合があるのでろ泌を必要とする。ろ

過は遠心分離般により水分その他を分隊し，ろiIi!l済のねhはろ過

槽に貯える。また佼m設の少ない所は遠心分離犠で作i浄したも

のを輸送し， フィノレタ ーで消浄する方が経済的である。ろ過槽

はだいたし 、鉄製で池上の場合も多く，そのf5.i誌は 1 日使用量の

3 f音を傑現在とし ， 分~!僚はポンプと主もに不燃性建物内に入れ

る。寒冷地においては地下貯i由槽またはろ過タンクの配管等が，

寒気のためìlÌlの粘皮を均1;日させるため， ヒ ー タ ー またはスチ ー

ム等の暖房施設を設けることが肝姿である。

3 紛れli~主位

気動車に給油するにはろ過糟より配管して， 給油線に'lltlfOJ ポ

γプでスタン ドま で配送するか，または計 五i総付の1[11'0; ポ γ プ

ならびに予日ii}羽手動ポンプイサス タ γ ドを 日/iえる。また簡易なも

のとしては移動式の可搬式昔I'{主総付スタ γ ド等を設ける。 tßlfOJ

ポンプには必ず予備のガソリンエンジ γを一般に併i位する。

4 給制1 1 ~i! 

入出区総に直接連絡できる配線とし，編成両数に応じ 1 両分

ごとに給ìlh ・給水耳支出口を設ける。(宇野浩彰)

きゅうゆ lまう 給油法(車両の) 車両給油(燃料用以外の潤

計怜u) はつぎのように行われている。

l 蒸気蛾凶事

蒸気峨関平の給ìÙI作業は仕業給油，調i階;給油， 丙修給油およ

び特殊制整の 4 つに分れている。

( 1 ) 仕業給油 機関車の使用状況に応じて定められた巡転キ

ロまたは日数を経過した場合に，各部分の給油状態や発熱の有

無を調査して行うものであり ，さらに給油箇所の制lの所袈担:に

bたがい，つぎの 5 極綴に分けている。

ア 侮日給ìUI箇所 加減リンク ・ スベリ 子，泊つぼのない弁

装lrt等イ 2 日給ìlll館i所スベリ篠， 主 P ラ :/{l ピン， 泊ポ

ンプ等 ウ 4 日給ìrli箇所各クラ γ クピソ，ピストン締，問

先隊等 エ 8 日給ìùl箇所発電機，逆転装位，給水ポンプ等

3. 給iJh 裟世




